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はじめに
我が国では，これまでに育児不安尺度としていくつか
のものが開発されている（牧野，1982；佐々木・高梨・
本郷，1991；田中，1994；日本子ども家庭総合研究所・
愛育研究所，1999）。しかし，それぞれの尺度について
詳しくみると，アンケート程度であり尺度としての信頼
性が確認されていない，あるいは，尺度で測定する母親
が育てている子どもの年齢幅が広いなどの問題を抱えて
いることを指摘した（吉田，2012）。筆者は，これまで
に 1 ・ 2 カ月児の母親用と 1 歳半児の母親用育児不安尺
度を開発していたが（吉田他，1999a，b），上記の問題
を解決すべく， 4 ・ 5 カ月児，10・11カ月児， 2 歳児，
3 歳児， 4 歳児の母親用育児不安尺度を新たに作成した
（吉田他，2013a，b；吉田，2013c）。さらに， 1 歳半児
用については，因子構造を他の尺度と統一するために，
再度因子構造について検討し，作成しなおした（吉田
他，2013b）。なおこれらの育児不安尺度は，育児不安
を測定するだけでなく，育児不安に影響を与えていると
されている要因，すなわち，夫のサポート（牧野，
1982；牧野・中西，1985；住田・中田，1999），相談相
手の有無（相談相手がいること）（牧野，1982），子ども
の育てやすさ（武井・寺崎・門田，2006）についても測
定できる構造とし，育児不安への対応に役立てることが
できるようにした。さらに，単に育児に興味がないため
に育児不安が低いのか，あるいは，子育てがうまくいっ
ているので育児不安が低いのかを明らかにするために，
育児満足についても測定できるようにした。これまでの
研究によって，「育児不安得点」と STAI 状態不安得点
との間で妥当性が確認されている。また， 4 ・ 5 カ月
児，10・11カ月児， 1 歳半児， 2 歳児の母親用尺度につ
いては，各因子の合計得点に関する内的整合性が確認さ
れ，さらに再テスト法による信頼性が確認されている。
3 歳児用， 4 歳児用についても，内的整合性が確認され
ている。
以上，これまでの研究で， 4 ・ 5 カ月児，10・11カ月
児， 1 歳半児， 2 歳児， 3 歳児， 4 歳児の母親用育児不
安尺度について，因子構造，妥当性，信頼性について報
告しているが，因子間相関については，まだ報告してい
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なかった。因子間相関は，尺度の持っている性質をみる
ことと，育児不安の背後にある特徴をみる上で重要な要
素であるので，ここに報告するとともに，因子間相関の
結果から，育児不安を軽減する手がかりを得ることにつ
いても検討した。
1 ．各育児不安尺度の概要
筆者らは，筆者らが作成した育児不安尺度試案55項目
を用いて調査を行った。その項目の内訳は，母親の育児
不安19項目，夫のサポート 7 項目，相談相手の有無 4 項
目，子どもの気質や育てやすさ 8 項目，そして，母親の
育児意識・育児満足17項目の計55項目であった。郵送法
と直接配布法を用いた配布回収を行った。
回収した資料について，以下の①～⑦までの統計分析
を行った。①因子の抽出を行うために55項目について，
6 因子を指定して因子分析（直交バリマックス回転）を
行った。②項目の選択作業として，各因子において，負
荷量0．40未満だった項目を削除して再度因子分析を行っ
た。③その後同じ因子内の項目で，内部相関係数が0．35
未満を多く示した項目は，因子内の項目一貫性を低下さ
せるので除外した。また内部相関係数0．60以上を示した
項目は類似した内容の項目であるので，どちらか一方を
削除した。④最終的に得られた項目について，同一因子
内の項目の内的整合性を確認し，合計得点の信頼性を検
討するために，クロンバッハのα信頼性係数を求めた。
⑤選択作業を経て残った育児不安項目の合計得点の平均
値と標準偏差値を求め，この数値に基づいて育児不安段
階を 5 段階に整理した。⑥ 5 段階評定の妥当性を検討す
るために，育児不安 5 段階評定と，日本版 STAI の状態
不安 5 段階評定との間で，ピアソンの相関係数を求め
た。⑦信頼性を検討するために，各因子の合計得点と育
児不安 5 段階評定について， 1 回目と 2 回目の調査結果
との間でピアソンの相関係数を求めた。
表 1 は，一例として， 4 ・ 5 カ月児の母親用育児不安
尺度の，因子構造と項目を示したものである。表 2 は，
このような分析の結果得られた各尺度の因子構造と，項
目数，信頼性係数である。
2 ．因子間相関の結果
それぞれの尺度ごとに，各因子の合計得点の間でピア
ソンの相関係数を求めた。統計分析には SPSS V19
（Windows 版）を用いた。その結果，表 3 ～ 8 の結果が
得られた。
6 つの尺度全体の結果をみると，ほぼ共通した結果が
得られた。「育児不安」因子に関しては，「夫のサポー
ト」因子との間に低い（r＝－．343～－．389， p＜．0001）
～比較的高い（r＝－．405～－．411，p＜．0001）負の相
関が確認された。また， 「相談相手の有無」 因子との間に
も，低い （r＝－．310～－．357，p＜．0001） ～比較的高い
（r＝－．448～－．475，p＜．0001）負の相関が確認され
た。「子どもの育てやすさ」因子との間にも，低い（r＝
－．246～－．389， p＜．0001） ～比較的高い（r＝－．424，
p＜．0001）負の相関が確認された。「育児満足」因子と
の間には， 比較的高い （r＝－．403～－．586ty， p＜　．0001）
負の相関が確認された。
「自信のなさ」因子に関しては，「夫のサポート」因子
との間に低い（r＝－．147～－．245，p＜．01～．0001）負
の相関が確認され，「相談相手の有無」との間にも低い
（r＝－．222～－．364，p＜．0001）負の相関が見出され
た。また，「子どもの育てやすさ」因子との間にも，低
い（r＝－．249～－．351，p＜．0001）～比較的高い（r＝
－．437，p＜．0001）負の相関がみられた。
これに対して，「育児満足」因子をみると，「夫のサポ
ート」因子との間に低い正の相関が確認された（r
＝．238～．332，p＜．01～．0001）。また「相談相手の有
無」因子との間にも低い（r＝．221～．391，p＜．0001）
～比較的高い（r＝．417，p＜．0001）正の相関が見出さ
れた。この他「子どもの育てやすさ」因子との間にも，
低 い （ r ＝．275～．345， p ＜．0001）～比 較 的 高 い （ r
＝．444～．523，p＜ ．0001）正の相関が確認された。
3 ．考　察
以上結果で示したように，「育児不安」因子と「夫の
サポート」因子，および，「相談相手の有無」因子，「子
どもの育てやすさ」因子，「育児満足」因子との間に負
の相関が確認された。この結果は，本尺度が，上記の関
係が測定結果として得られる特徴を持っていることを意
味している。
その上で，本尺度を用いて育児不安を測定する際に
は，「育児不安得点」が高かった場合には，「夫のサポー
ト」因子と「相談相手の有無」因子の得点も併せてみる
ことにより，夫からのサポートが得られているか，ある
いは育児で困ったことがあったときに相談相手がいるか
どうかについて注意を払い，育児支援に役立てていくこ
とができるといえる。また，「育児不安得点」が高くて
「子どもの育てやすさ」得点が低かった場合には，子ど
もを育てるのを手伝うような具体的なサポート活動が支
援策として検討される必要がある。
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表 1 　 4 ・ 5 カ月児用最終項目　34項目（吉田他，2013a）
因子 1 ：育児不安　11項目　　α＝．87
21 子育ては自分には合っていないので早く好きなことがしたい。
23 毎日生活していて心に張りが感じられない。
24 疲れやストレスがたまっていてイライラする。
26 ゆったりとした気分で子どもと過ごせない気がする。
27 子どもを育てていて自分だけが苦労していると思う。
31 何か心が満たされず空虚である。
38 子育てを離れて一人になりたい気持ちになることがある。
39 一人で子どもを育てている感じがして気持ちが落ち込む。
41 体の疲れがとれずいつも疲れている感じがする。
43 だれも自分の子育ての大変さをわかってくれないと思う。
46 育児や家事など何もしたくない気持ちになることがある。
因子 2 ：夫のサポート　 6 項目　　α＝．84
12 夫は家事に協力的である。
15 夫と自分の二人で子どもを育てている感じがする。
37 夫といろいろなことを話す時間がある。
40 夫は子どもの相手をよくしてくれる。
45 夫は自分のことを理解してくれていると思う。
47 家庭内の重要な決定をするのに夫がいてくれてよかったと思う。
因子 3 ：育児満足　 5 項目　　α＝．77
1 子どもを育てるのが楽しい。
14 母親として子どもに接している自分も好きに思える。
18 子育ては自分にとってやりがいのあることだと思う。
22 子どもをもつ母親としてしみじみとした幸せを感じる。
28 子どもを宝物のように大切に思える。
因子 4 ：子どもの育てやすさ　 4 項目　　α＝．68
48 育てやすい子どもであると思う。
52 寝たり起きたりのリズムが安定している子どもであると思う。
53 機嫌のよいことが多い子どもだと思う。
55 子どもの発育発達はおおむね順調である。
因子 5 ：自信のなさ　 5 項目　　α＝．72
8 自分はうまく子どもを育てていないと思うことがある。
＊10 自分がほかのだれよりも自分の子どものことをわかっていると思う。
＊25 子どもは私と一緒にいるのを楽しんでいると思う。
29 子どもを育てていてどうしたらいいかわからなくなることがある。
35 自分は子どものことをわかっていないのではないかと思うことがある。
因子 6 ：相談相手の有無　 3 項目　　α＝．79
7 子育てのことで相談できる人がいてよかったと思う。
34 何でも打ち明けて相談できる人がいてよかったと思う。
＊44 子どものことでだれに相談したらいいかわからなくて困ることがある。
＊印は逆転得点項目
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表 2 　各尺度の因子構造、および、項目数と信頼性係数
4 ・ 5 カ月児用 10・11カ月児用 1 歳半児用 2 歳児用 3 歳児用 4 歳児用
育児不安 11項目 ．87 11項目 ．87 14項目 ．89 10項目 ．87 11項目 ．87 10項目 ．84
夫の
サポート
6 項目 ．84 6 項目 ．84 7 項目 ．89 7 項目 ．90 7 項目 ．85 6 項目 ．83
育児満足 5 項目 ．77 5 項目 ．77 10項目 ．89 11項目 ．89 9 項目 ．86 11項目 ．87
子どもの
育てやすさ
4 項目 ．68 4 項目 ．68 5 項目 ．75 4 項目 ．68 5 項目 ．76 4 項目 ．67
自信のなさ 5 項目 ．72 5 項目 ．72 … 4 項目 ．80 6 項目 ．83 …
相談相手の
有無
3 項目 ．79 3 項目 ．79 4 項目 ．81 3 項目 ．70 3 項目 ．78 4 項目 ．75
＊　因子の順番は各尺度により異なっていたが順番をそろえてある
表 4 　内部相関　10・11カ月児用
夫のサポート 育児満足 子どもの育てやすさ 自信のなさ 相談相手の有無
育児不安 −．389＊＊＊＊  　−．499＊＊＊＊  　−．334＊＊＊＊   　．584＊＊＊＊  　−．448＊＊＊＊
夫のサポート 　　．208＊＊   　．135＊  　−．165＊＊   　．375＊＊＊＊
育児満足   　．317＊＊＊＊  　−．408＊＊＊＊   　．417＊＊＊＊
子どもの育てやすさ  　−．249＊＊＊＊   　．161＊＊
自信のなさ  　−．364＊＊＊＊
＊ p＜．05，＊＊ p＜．01，＊＊＊ p＜．001，＊＊＊＊ p＜．0001
表 3 　内部相関　 4 ・ 5 カ月児用
夫のサポート 育児満足 子どもの育てやすさ 自信のなさ 相談相手の有無
育児不安 −．411＊＊＊＊ −．403＊＊＊＊  −．246＊＊＊＊  ．554＊＊＊＊  −．310＊＊＊＊
夫のサポート  ．298＊＊＊＊ ．198＊＊＊ −．245＊＊＊＊   ．229＊＊＊＊
育児満足   ．275＊＊＊＊ −．394＊＊＊＊   ．221＊＊＊＊
子どもの育てやすさ −．314＊＊＊＊ ．172＊＊＊
自信のなさ   −．222＊＊＊＊＊
＊＊＊ p＜．001，＊＊＊＊ p＜．0001
表 5 　内部相関　 1 歳半児用
夫のサポート 育児満足 子どもの育てやすさ 相談相手の有無
育児不安 −．343＊＊＊＊ 　　−．538＊＊＊＊  　　−．379＊＊＊＊  　　−．475＊＊＊＊
夫のサポート  　　．369＊＊＊＊   　　．209＊＊   　　．287＊＊＊＊
育児満足   　　．444＊＊＊＊   　　．331＊＊＊＊
子どもの育てやすさ   　　．195＊＊
＊ p＜．05，＊＊ p＜．01，＊＊＊ p＜．001，＊＊＊＊ p＜．0001
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さらに，「育児不安得点」が低くて「育児満足」得点
も低かった場合には，育児への関心の低さが考えられる
ので，育児への関心が高いかどうかを調べるとともに，
子どもと楽しく過ごす方法を教えたり，困ったときに専
門家が相談に乗るような対応が必要である。ちなみに，
本研究でも，「育児満足」因子と「相談相手の有無」と
の間には低い～比較的高い正の相関が確認されているの
で，このような対応は役立つのではないかと考えられ
る。
以上因子間相関の結果について報告するとともに，筆
者らの作成した育児不安尺度を用いて，育児支援に役立
てていく方略について考察した。本来は，各尺度の因子
構造の結果と，育児不安 5 段階の結果とともに一緒に今
回の因子間相関の結果を報告した方が，尺度全体の報告
としてわかりやすいのであるが，先に報告する際（吉田
他，2013ab；吉田，2013c）の紙数に限界があったため
論文中に収めることができなかったものを，今回報告し
た。そのため，わかりにくいところが多々あると思う
が，ご容赦いただきたい。このような尺度が小児保健の
現場で実際に使われ，子育て支援に役立つことを期待し
ている。
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表 6 　内部相関　 2 歳児用
夫のサポート 育児満足 子どもの育てやすさ 自信のなさ 相談相手の有無
育児不安 −．378＊＊＊＊  　−．493＊＊＊＊  　−．374＊＊＊＊ 　　．599＊＊＊＊  　−．452＊＊＊＊
夫のサポート 　　．239＊＊＊＊ 　　．206＊＊  　−．147＊ 　　．215＊＊＊＊
育児満足 　　．469＊＊＊＊  　−．370＊＊＊＊ 　　．323＊＊＊＊
子どもの育てやすさ  　−．351＊＊＊＊ 　　．228＊＊＊＊
自信のなさ  　−．350＊＊＊＊
＊ p＜．05，＊＊ p＜．01，＊＊＊ p＜．001，＊＊＊＊ p＜．0001
表 7 　内部相関　 3 歳児用
夫のサポート 育児満足 子どもの育てやすさ 自信のなさ 相談相手の有無
育児不安 −．355＊＊＊＊  　−．586＊＊＊＊  　−．424＊＊＊＊ 　　．661＊＊＊＊  　−．357＊＊＊＊
夫のサポート 　　．241＊＊＊＊ 　　．156＊  　−．198＊＊ 　　．230＊＊＊＊
育児満足 　　．523＊＊＊＊  　−．530＊＊＊＊ 　　．338＊＊＊＊
子どもの育てやすさ  　−．437＊＊＊＊ 　　．276＊＊＊＊
自信のなさ  　−．272＊＊＊＊
＊ p＜．05，＊＊ p＜．01，＊＊＊ p＜．001，＊＊＊＊ p＜．0001
表 8 　内部相関　 4 歳児用
夫のサポート 育児満足 子どもの育てやすさ 相談相手の有無
育児不安 −．405＊＊＊＊ −．529＊＊＊＊   　−．389＊＊＊＊ −．469＊＊＊＊
夫のサポート  ．332＊＊＊＊  　　．203＊＊  ．404＊＊＊＊
育児満足  　　．345＊＊＊＊  ．391＊＊＊＊
子どもの育てやすさ  ．409＊＊＊＊
＊ p＜．05，＊＊ p＜．01，＊＊＊ p＜．001，＊＊＊＊ p＜．0001
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